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広報りっとう

今月の主な内容
・栗東歴史民俗博物館30周年
・令和３年度　保育園・幼稚園入園案内
・りっとう元気アップ応援券
・未来へつなぐ市民活動応援事業
・くりちゃんバス・タクシー　運行改定

家
計
や
地
域
経
済
を

守
る
た
め
の
取
り
組
み

  

～
元
気
都
市
　
栗
東
～
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い

て
、
全
国
的
に
新
規
感
染
患
者
が
増
加
す
る

中
、
本
市
で
も
新
た
な
感
染
患
者
の
発
生
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
実
践
と
し
て
、
身

体
的
距
離
の
確
保
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗

い
の
徹
底
、
移
動
時
の
感
染
対
策
、
３
密
の

回
避
な
ど
基
本
的
な
感
染
防
止
対
策
を
着
実

に
実
行
い
た
だ
き
、
自
分
自
身
が
感
染
し
な

い
、
周
囲
の
人
に
感
染
を
広
げ
な
い
意
識
を

持
っ
て
取
り
組
み
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
改

め
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ

禍
へ
の
対
応
と
し
て
、
市
で
は
こ
れ
ま
で
の

各
種
支
援
策
の
実
施
に
加
え
、
新
た
に
家
計
・

地
域
経
済
の
支
援
、
さ
ら
に
は
新
し
い
生
活

様
式
の
定
着
に
向
け
た
一
助
と
な
る
よ
う
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
「
り
っ
と
う
元
気
ア
ッ
プ

応
援
券
（
地
域
振
興
券
）」
を
配
布
し
ま
す
。

（
詳
細
は
６
ペ
ー
ジ
へ
）

こ
れ
か
ら
も
感
染
拡
大
の
防
止
と
社
会
生

活
・
地
域
経
済
の
維
持
の
両
立
に
向
け
、
精

い
っ
ぱ
い
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ど
う
か
皆
さ
ま
に
は
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る

こ
と
に
最
善
を
尽
く
し
、
心
を
一
つ
に
合
わ

せ
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
お
力

添
え
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

栗
東
市
長　

野
村
昌
弘
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栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
開
館
30
周
年
！

栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
が
開
館
し

た
の
は
、
今
か
ら
30
年
前
の
平
成
２

（
１
９
９
０
）
年
９
月
23
日
。
ロ
ビ

ー
の
正
面
に
は
、
シ
ン
ボ
ル
展
示
と

し
て「
狛
坂
磨
崖
仏
」（
国
指
定
史
跡
）

の
レ
プ
リ
カ
を
設
置
し
、
開
館
記
念

展
と
し
て
「
栗
東
の
宗
教
文
化
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

開
館
記
念
展
が
「
栗
東
の
宗
教
文

化
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
、
金
勝
山
を
中
心
と
し
た
栗
東
市

域
に
広
が
る
宗
教
文
化
を
積
極
的
に

紹
介
す
る
ほ
か
、
縄
文
時
代
以
来
の
人

び
と
の
生
活
ぶ
り
を
物
語
る
考
古
資

料
、
東
海
道
・
中
山
道
沿
い
に
広
が
っ

た
街
道
文
化
、
浅
草
寺
（
東
京
都
台
東

区
）
の
梵
鐘
を
造
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ

る
辻
村
鋳
物
師
の
活
躍
、
市
内
各
地
で

現
在
も
続
く
祭
礼
・
民
俗
行
事
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
展
覧
会
を
通
じ

て
、
栗
東
の
歴
史
や
文
化
の
魅
力
を
発

信
し
続
け
て
い
ま
す
。

平
成
６
（
１
９
９
４
）
年
に
は
、

も
と
も
と
は
霊
仙
寺
に
あ
っ
た
旧
中

島
家
住
宅
が
、
栗
東
歴
史
民
俗
博
物

館
の
敷
地
内
に
移
築
・
公
開
さ
れ
ま

し
た
。
以
来
、
主
に
小
学
３
年
生
向

け
に
開
催
し
て
い
る
体
験
型
の
講

座
・
博
物
館
教
室
「
昔
の
く
ら
し
」

の
会
場
と
し
て
、
か
ま
ど
で
の
火
吹

き
体
験
な
ど
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち

に
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
提
供
し
て
き

ま
し
た
。

平
成
19
（
２
０
０
７
）	

年
に
登

録
有
形
文
化
財
と
し
て
登
録
さ
れ
た

旧
中
島
家
住
宅
で
は
、
そ
の
翌
年
度

か
ら
か
ま
ど
を
用
い
た
炊
飯
体
験
・

博
物
館
講
座
「
か
ま
ど
め
し
を
炊
こ

う
！！
」
を
開
催
し
て
き
た
ほ
か
、
平

成
27
（
２
０
１
５
）
年
に
は
市
民
参

加
型
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
で
か

ま
ど
の
再
生
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
博
物
館
な
ら
で
は
の

“
昔
の
く
ら
し
”
を
体
験
で
き
る
生
き

た
文
化
財
と
し
て
、
皆
さ
ん
を
お
出

迎
え
し
て
い
き
ま
す
。

栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
市
民
学
芸

員
の
会
は
、
平
成
15
（
２
０
０
３
）

年
度
か
ら
４
年
（
４
期
）
に
わ
た

っ
て
実
施
し
た
市
民
学
芸
員
研
修

の
修
了
生
を
中
心
に
、
平
成
20

（
２
０
０
８
）
年
に
立
ち
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
市
民
学
芸
員
の
会
で
は
、
月

例
会
と
し
て
「
名
所
図
会
」（
江
戸

時
代
の
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
）
の
輪

読
会
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、
移
築

民
家
旧
中
島
家
住
宅
で
の
体
験
講
座

の
サ
ポ
ー
ト
、
博
物
館
資
料
（
鉄
道

模
型
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
の
調
査
・
整

理
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

移
築
民
家
旧
中
島
家
住
宅
で
の

“
昔
の
く
ら
し
”
体
験

栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館

　
　
　

市
民
学
芸
員
の
会
の
活
動

栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
に
つ
い
て

「栗東市の博物館ってどこにあるんですか？」「栗東市に博物館があったんですね。」
栗東市立図書館のことは知っていても、その隣にある栗東歴史民俗博物館のことは知らない、

という人は多いようです。
そのような栗東歴史民俗博物館ですが、今年の９月で開館 30周年を迎えます。

▲かまどの火吹き体験

▲歴史民俗博物館だより Vol.1

▲（上）「名所図会」現地探訪のようす
　 （下）滋賀県立琵琶湖博物館での綿繰り体験に参加し研鑽を積む
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現
在
は
、
新
た
な
体
験
講
座
「
糸

つ
む
ぎ
」
の
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
民
学
芸
員
の

会
の
活
動
に
関
心
を
お
持
ち
の
人

は
、
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
元
年
度
の
栗
東
歴
史
民
俗
博

物
館
で
は
、
本
市
が
包
括
連
携
協
定

を
結
ん
で
い
る
龍
谷
大
学
と
の
共
催

に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
栗
東
市
の

左
義
長
か
ら
み
る
地
域
社
会
」
や
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
聖
火
リ
レ
ー
）
を

テ
ー
マ
と
し
た
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

「
聖
火
が
栗
東
を
走
っ
た
こ
ろ
」
な

ど
、
こ
れ
ま
で
に
あ
ま
り
取
り
組
ん

博
物
館
で
音
楽
を

～
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ロ
ビ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
～

活
動
の
幅
を
広
げ
る
取
り
組
み

開
館
30
周
年
記
念
展
を
開
催
し
ま
す
！

▲トークイベント「聖火が栗東を走ったころ」のようす

▲令和元年のお月見コンサート
　（雨天のためロビーで開催）

▲彦根市内での「博物館夏祭り」に参加

栗
東
音
楽
振
興
会
（
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）

と
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
が
、「
身

近
に
音
楽
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
」「
気
軽
に
博
物
館
に
立
ち
寄
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
思
い
を
込

め
て
、
平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
か

ら
続
け
て
い
る
取
り
組
み
が
、「
Ｒ

Ｉ
Ｓ
Ｓ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ロ
ビ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
」
で
す
。
狛
坂
磨
崖
仏
（
レ

プ
リ
カ
）
を
背
景
に
、
開
放
感
あ
ふ

れ
る
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
ロ
ビ
ー

30
年
前
、
開
館
記
念
展
「
栗
東
の

宗
教
文
化
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
栗

東
歴
史
民
俗
博
物
館
。

今
回
、開
館
30
周
年
を
記
念
し
て
、

滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
と
の
共
催

に
よ
り
「
栗
太
郡
の
神
・
仏　

祈
り

の
か
が
や
き
」
を
開
催
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
半
世
紀
に
わ
た
っ
て

滋
賀
県
の
博
物
館
を
リ
ー
ド
し
て
き

た
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
と
、
30

年
に
わ
た
っ
て
地
域
の
魅
力
を
発
信

し
続
け
て
き
た
栗
東
歴
史
民
俗
博
物

館
が
収
蔵
す
る
貴
重
な
文
化
財
・
名

品
の
数
々
を
一
堂
に
展
示
し
、
旧
栗

太
郡
に
関
わ
る
幅
広
く
、
奥
深
い
宗

教
文
化
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、来
館
く
だ
さ
い
。

（
展
覧
会
に
関
す
る
詳
細
は
、
お

知
ら
せ
版
８
ぺ
ー
ジ
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。）

問
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館

☎
554-

２
７
３
３

ＦＡＸ
554-

２
７
５
５

だ
こ
と
の
な
か
っ
た
か
た
ち
の
事
業

を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
滋
賀
県
内
で
は
、
複
数
の

博
物
館
の
共
催
に
よ
る
展
覧
会
や
、

合
同
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、

博
物
館
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
試
み

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
栗
東
歴

史
民
俗
博
物
館
で
も
積
極
的
に
参
加

し
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
や
自
治
会
な
ど
で
の
「
歴
史
講

座
」
に
講
師
と
し
て
お
招
き
い
た
だ

く
機
会
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
栗

東
の
歴
史
や
文
化
を
テ
ー
マ
と
す
る

栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
で
す
が
、
そ

う
い
っ
た
歴
史
講
座
で
は
、
参
加
者

に
と
っ
て
よ
り
身
近
な
テ
ー
マ
で
、

新
た
な
発
見
の
機
会
に
な
る
よ
う
心

掛
け
て
い
ま
す
。
歴
史
講
座
な
ど
を

企
画
さ
れ
る
際
に
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

を
会
場
と
す
る
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に

は
、
毎
回
、
高
齢
者
か
ら
小
さ
な
子

ど
も
づ
れ
の
ご
家
族
ま
で
、
多
く
の

皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
す
。

近
年
で
は
、
秋
に
移
築
民
家
旧
中

島
家
住
宅
を
会
場
と
し
た
「
お
月
見
コ

ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年

も
10
月
３
日
㈯
に
開
催
予
定
で
す
。
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保
育
園
…
市
立
保
育
園・市
立
幼
児
園
（
中

長
時
部
）・
法
人
立
保
育
園
・
地
域
型
保

育
園(
小
規
模
保
育
・
家
庭
的
保
育)

■
対
象
者

入
所
希
望
月
の
初
日
に
、
本
市
に
在

住
し
、
住
民
登
録
が
あ
る
人

入
園
希
望
月
に
保
護
者
や
同
居
の
親

族
ら
全
員
が
次
の
①
～
⑩
の
い
ず
れ
か

の
事
由
に
該
当
し
、
保
育
が
必
要
な
子

ど
も
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
保

育
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
市
が
認
定
を

行
い
ま
す
。

令
和
３
年
４
月
か
ら
の
保
育
園
・
幼
稚
園
の
入
園
に
つ
い
て

園　　名 区　分 電話番号
入園対象

年齢
金 勝 第 1 幼 児 園

市立保育園
市立幼児園
( 中長時部 )

558-0250

満６か月
～５歳児

金 勝 第 2 保 育 園 558-0068
葉 山 幼 児 園 552-0079
葉 山 東 幼 児 園 553-9102
治 田 保 育 園 552-1079
治 田 東 幼 児 園 554-0054
治 田 西 幼 児 園 553-4651
大 宝 西 保 育 園 553-6990
こ だ ま 保 育 園

法人立

554-5262

満３か月
～５歳児

グ ラ ン マ の 家
保 育 園

554-1744

こ だ ま ふ れ ん ど
保 育 園

554-3239

治 田 西 カ ナ リ ヤ
第 三 保 育 園

553-3907
満３か月
～５歳児

こだま乳児保育園 554-0581
満３か月
～２歳児

大 宝 カ ナ リ ヤ
保 育 園

552-2088
満３か月
～５歳児栗東くじら保育園 554-9455

HOPPA 栗 東 下 鈎 598-0124

も も か 保 育 園
未定

左頁参照
満６か月
～５歳児

な な い ろ 保 育 園

小規模

599-3200
満６か月
～２歳児

栗 東 く じ ら
小 規 模 保 育 園

598-0781

満３か月
～２歳児

H O P P A
栗 東 駅 前 園

574-8727

治 田 く じ ら
小 規 模 保 育 園

554-8655

ぱ れ っ と 園
～ た か の ～

584-4989

ぱ れ っ と 園
～ お が き ～

0748-56-
1354

満６か月
～２歳児

ニ チ イ キ ッ ズ
栗 東 中 沢 保 育 園

526-3643

家 庭 的 保 育 の 家
「 ふ わ り 」

家庭的
080-3529-

1027

■
利
用
者
負
担
額
（
保
育
料
）

保
育
園
の
令
和
３
年
４
月
か
ら
８
月

ま
で
の
利
用
者
負
担
額
は
、
子
ど
も
の
各

扶
養
義
務
者
の
令
和
２
年
度
の
市
町
村
民

税
額
の
合
計
額
に
よ
り
算
定
し
、
令
和
３

年
９
月
か
ら
令
和
４
年
３
月
ま
で
の
利
用

者
負
担
額
は
、
子
ど
も
の
各
扶
養
義
務
者

の
令
和
３
年
度
の
市
町
村
民
税
額
の
合
計

額
に
よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
。

■
保
育
の
必
要
量
に
応
じ
た
区
分
（
保

育
を
受
け
ら
れ
る
時
間
）

保
育
時
間
に
つ
い
て
は
、
就
労
時
間

な
ど
の
保
育
の
必
要
量
に
応
じ
て
、「
保

育
短
時
間
利
用
」
と
「
保
育
標
準
時
間

利
用
」
に
区
分
さ
れ
、
市
が
認
定
を
行

い
ま
す
。

①
保
護
者
が
就
労
に
よ
り
保
育
で
き
な
い

（
４
時
間
／
日
以
上
か
つ
16
日
／
月

以
上
）

②
妊
娠
中
で
あ
る
、
ま
た
は
出
産
後
間

が
な
い

③
病
気
、
ま
た
は
心
身
に
障
が
い
を
有

し
て
い
る

④
同
居
ま
た
は
長
期
入
院
な
ど
し
て
い
る

親
族
を
常
時
介
護
・
看
護
し
て
い
る

⑤
災
害
復
旧
な
ど
に
当
た
っ
て
い
る	

⑥
求
職
活
動
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る

⑦
就
学
し
て
い
る

⑧
虐
待
ま
た
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
が
あ
る

⑨
育
児
休
業
取
得
時
に
、
既
に
保
育
を
利

用
し
て
い
る
子
ど
も
が
い
て
継
続
利
用

が
必
要
で
あ
る	（
出
産
後
１
年
ま
で
）

⑩
市
長
が
認
め
る
①
～
⑨
に
類
す
る
状

態
に
あ
る

◦
保
育
短
時
間
認

定
、
保
育
標
準

時
間
認
定
に
か

か
る
保
育
時
間

は
、
園
ご
と
に

設
定
さ
れ
ま
す
。

◦
就
労
時
間
は
目

安
で
、
通
勤
時

間
も
考
慮
し
認

定
し
ま
す
（
入

園
調
整
の
基
準

と
支
給
認
定
の

基
準
は
異
な
り
ま
す
）。

◦
就
労
時
間
が
保
育
短
時
間
認
定
に
該

当
す
る
場
合
で
も
、
保
育
を
必
要
と

す
る
時
間
帯
が
各
園
の
設
定
す
る
保

育
短
時
間
認
定
の
保
育
時
間
を
越
え

る
場
合
は
、
保
育
標
準
時
間
認
定
と

な
り
ま
す
。

就労時間 保育必要量の
認定 保育時間

１か月あたり
64 時間以上

120 時間未満
保育短時間 １日あたり

最長８時間

１か月あたり
120 時間以上 保育標準時間 １日あたり

最長11時間
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園　　名 電話番号
金 勝 第 1 幼 児 園 558-0250
葉 山 幼 児 園 552-0079
葉 山 東 幼 児 園 553-9110
治 田 幼 稚 園 552-2756
治 田 東 幼 児 園 552-1717
治 田 西 幼 児 園 553-4641
大 宝 幼 稚 園 552-1698
大 宝 幼 稚 園 分 園 551-5242
大 宝 西 幼 稚 園 553-3788

保
育
園
・
幼
稚
園
の

申
込
書
の
交
付
・
受
付
の
日
時
と
場
所

※
小
規
模
保
育
施
設
、
家
庭
的
保
育
施

設
、
開
園
予
定
の
も
も
か
保
育
園
で

の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
（
市
役
所
幼

児
課
で
の
受
付
と
な
り
ま
す
）。

※
施
設
見
学
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に

各
園
へ
電
話
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
同
一
世
帯
か
ら
、
保
育
園
と
幼
稚
園

の
両
方
に
申
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

※
現
在
（
令
和
２
年
度
中
）、
保
育
園
・

幼
稚
園
に
在
園
し
て
い
る
園
児
も
、

■
も
も
か
保
育
園
に
つ
い
て

令
和
３
年
４
月
に
開
園
予
定
の
「
も

も
か
保
育
園
」
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

園
名
…
も
も
か
保
育
園

住
所
…
栗
東
市
小
野
447
番
地

設
置
・
運
営
主
体
…
社
会
福
祉
法
人

　
　
　
　
　
　
　
　

な
か
よ
し
福
祉
会

対
象
年
齢
…
満
６
か
月
～
５
歳
児

定
員
…
60
人

開
所
日
…
月
曜
日
～
土
曜
日

　
　
　
　
（
日
、祝
、年
末
年
始
は
休
み
）

保
育
時
間
…
７
時
～
18
時

そ
の
他
…
給
食
あ
り

延
長
保
育
あ
り
（
18
時
か
ら
19
時
）

保
育
時
間
な
ど
は
今
後
、
変
更
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
入
園
案
内
・
申
込
書
類

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

幼
稚
園
…
市
立
幼
稚
園
・
市
立
幼
児

園
（
短
時
部
）

■
対
象
年
齢

３
歳
児
～
５
歳
児

■
対
象
者

申
込
書
提
出
時
に
、本
市
に
在
住
し
、

住
民
登
録
が
あ
る
人

■
申
込
受
付

幼
児
数
の
増
加
に
伴
い
、
限
ら
れ
た

施
設
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
就
学

を
控
え
た
４
・
５
歳
児
の
入
園
を
優
先

し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
３
・
４
・
５
歳
児

の
入
園
申
込
を
10
月
に
一
斉
に
受
け
付

け
た
後
、
ま
ず
４
・
５
歳
児
の
ク
ラ
ス

数
を
決
定
し
ま
す
。

そ
の
後
、
各
園
に
お
け
る
残
り
の
保
育

室
の
状
況
に
応
じ
て
３
歳
児
の
受
け
入
れ

を
行
い
ま
す
が
、
申
込
人
数
が
３
歳
児
の

受
け
入
れ
数
を
超
え
た
園
へ
の
入
園
に
つ

い
て
は
、
そ
の
園
に
申
込
み
を
し
た
当
該

通
園
区
域
内
の
す
べ
て
の
３
歳
児
を
対
象

と
し
て
抽
選
を
行
い
ま
す
。
抽
選
と
な
っ

た
場
合
の
み
、
10
月
末
日
ま
で
に
郵
送
で

通
知
し
ま
す
。
抽
選
が
な
い
場
合
は
、
通

知
は
し
ま
せ
ん
。
抽
選
日
は
、
申
込
書
類

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
ま
す
。

な
お
、
抽
選
の
結
果
、
入
園
で
き
な
か

っ
た
場
合
は
、
通
園
区
域
外
で
受
け
入
れ

可
能
な
園
を
選
ぶ
こ
と
も
可
能
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
入
園
案
内
・
申
込
書
類

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
が
必
要
で
す
。

※
入
園
基
準
に
該
当
し
な
い
場
合
や
、

受
け
入
れ
可
能
人
数
を
超
え
た
場
合

は
、
入
園
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
幼
児
課

☎
551-

０
４
２
４

ＦＡＸ
551-

０
１
４
９

申込対象園 申込書交付日 申込み受付日 申込場所
幼

稚

園

市立幼稚園 
市立幼児園（短時部）

９月 24 日㈭
～ 9 月 30 日㈬

10 月 5 日㈪
～ 10 月 9 日㈮

市立幼稚園
市立幼児園

市役所幼児課

保

育

園

市立保育園
市立幼児園（中長時部）
法人立保育園 10 月 19 日㈪

～ 10 月 23 日㈮

市立保育園
市立幼児園

法人立保育園
市役所幼児課

小規模保育施設
家庭的保育施設

市役所幼児課

交付・受付時間は８時 30 分～ 17 時 15 分です。
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法
定
外
公
共
物（
里
道
・
水
路
）の

占
用
や
工
事
は
許
可
手
続
き
が
必
要
で
す

■
法
定
外
公
共
物（
里
道
・水
路
な
ど
）と
は

道
路
法
が
適
用
さ
れ
る
「
国
道
・
県

道
・
市
道
」
や
河
川
法
が
適
用
さ
れ
る

「
一
級
河
川
」
の
よ
う
に
、
法
律
が
適

用
さ
れ
る
公
共
物
の
こ
と
を
「
法
定
公

共
物
」
と
い
う
の
に
対
し
、
法
律
が
適

用
さ
れ
な
い
公
共
物
を
「
法
定
外
公
共

物
」
と
い
い
、
一
般
的
に
は
里り

　ど
う道
や
水

路
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
法
定
外

公
共
物
の
多
く
は
、
農
道
や
農
業
用
水

路
と
し
て
利
用
さ
れ
、
栗
東
市
法
定
外

公
共
物
管
理
条
例
に
お
い
て
管
理
や
必

要
な
規
制
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

法
定
外
公
共
物
は
地
域
に
と
っ
て
最

も
身
近
な
公
共
財
産
で
、
個
人
や
法
人
が

無
断
で
独
占
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
占
用
や
工
事
な
ど
に
は
許
可
が

必
要
で
す
。
無
許
可
の
占
用
や
使
用
を
是

正
す
る
た
め
、
許
可
申
請
や
払
い
下
げ
な

ど
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
法
定
外
公
共
物
に
関
す
る
主
な
手
続
き

①
占
用
や
工
事
の
許
可
申
請

法
定
外
公
共
物
管
理
条
例
に
基
づ
く

許
可
を
受
け
て
、
占
用
や
工
事
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
宅
地
前
の
水
路
に
、
出
入
り
を
す
る

た
め
の
橋
を
架
け
た
い
場
合

◦
宅
地
内
の
雨
水
を
水
路
に
放
流
し
た

い
場
合

◦
家
の
外
塀
を
境
界
線
に
合
わ
せ
て
設

置
す
る
た
め
、
一
時
的
に
里
道
を
掘

削
し
た
い
場
合

②�

用
途
廃
止
申
請
（
里
道
や
水
路
の
用

途
を
廃
止
す
る
と
き
）

法
定
外
公
共
物
の
機
能
が
な
い
場
合

で
、
そ
の
用
途
の
廃
止
を
す
る
手
続
き

で
す
。
法
定
外
公
共
物
の
払
い
下
げ
を

受
け
る
場
合
に
は
、
用
途
廃
止
手
続
き

を
し
て
か
ら
で
な
い
と
払
い
下
げ
が
で

き
ま
せ
ん
。

③�

普
通
財
産
譲
渡
申
請
（
用
途
廃
止
さ

れ
た
土
地
を
買
い
た
い
と
き
）

用
途
廃
止
さ
れ
た
土
地
は
払
い
下
げ

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
請
者

は
原
則
と
し
て
当
該
物
件
の
隣
接
土
地

所
有
者
で
、
申
請
後
に
不
動
産
鑑
定
士

の
調
査
な
ど
に
よ
り
譲
渡
価
格
が
決
定

さ
れ
ま
す
。

問
土
木
管
理
課 

管
理
・
用
地
係

☎
551-

０
２
９
２	

ＦＡＸ
552-

７
０
０
０

（
取
扱
店
）
な
ど
で
の
支
払
い
に
使

用
で
き
ま
す
。

◦
額
面
以
下
の
商
品
購
入
時
に
使
用
の

場
合
お
つ
り
は
出
ま
せ
ん
。

◦
現
金
と
の
併
用
は
可
能
で
す
。

■
取
扱
店

◦
取
扱
店
な
ど
の
詳
細
は
、
広
報
り
っ
と

う
11
月
号
や
市
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
ま
す
。

◆
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に

避
難
し
て
い
る
人
は
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
場
合
、
申
請
に
よ
っ
て
個

別
に
配
付
し
ま
す
。
市
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

の
申
請
書
に

必
要
事
項
を

記
入
し
、
必

要
書
類
を
添

え
て
９
月
10

日
㈭
ま
で
に

左
記
へ
お
持

ち
く
だ
さ

い
。
郵
送
も

可
能
で
す
。

地
域
振
興
券
の
配
布

り
っ
と
う
元
気
ア
ッ
プ
応
援
券

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
に
よ
り
大
き
く
影
響
を
受
け
て
い
る

家
計
へ
の
支
援
と
市
内
経
済
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、「
新
し
い
生

活
様
式
」
の
定
着
に
向
け
た
取
り
組
み

の
一
助
と
な
る
よ
う
、
全
市
民
を
対
象

と
し
た
「
り
っ
と
う
元
気
ア
ッ
プ
応
援

券
（
地
域
振
興
券
）」
を
配
布
し
ま
す
。

取
扱
店
で
買
い
物
や
飲
食
な
ど
に
使
用

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
活
用
く

だ
さ
い
。
申
請
手
続
き
は
不
要
で
す
。

■
交
付
対
象
者

令
和
２
年
８
月
１
日
現
在
、
本
市
に

住
民
登
録
の
あ
る
人

　

※
世
帯
主
に
世
帯
員
分
を
簡
易
書
留　

で
発
送
。

■
交
付
額

１
人
当
た
り
３
千
円
分（
500
円
券
×
６
枚
）

①
飲
食
店
専
用	

１
千
円
分

②
一
般
店
専
用	

１
千
円
分

③
全
店
共
通	　

１
千
円
分

■
交
付
時
期

９
月
下
旬
か
ら
順
次
発
送
し
ま
す
。

■
使
用
期
間

令
和
２
年
11
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
３
年
２
月
28
日

■
使
用
方
法

◦
登
録
さ
れ
た
市
内
の
店
舗
・
事
業
所

問
５
２
０‐
３
０
８
８（
住
所
記
載
不
要
）

自
治
振
興
課

☎
518-

６
７
０
５	

ＦＡＸ
551-

０
４
３
２
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■
『
未
来
へ
つ
な
ぐ
市
民
活
動
応
援
事

業
』
っ
て
何
？

今
年
度
、
新
し
く
で
き
た
制
度
で
、

地
域
活
性
化
や
地
域
課
題
解
決
を
目
的

に
自
主
的
に
取
り
組
む
市
民
活
動
団
体

の
事
業
を
応
援
す
る
仕
組
み
で
す
。
本

事
業
で
は
、
市
が
市
民
活
動
団
体
を
募

集
し
、
応
募
さ
れ
た
団
体
の
事
業
に
つ

い
て
、
公
益
性
な
ど
審
査
を
行
っ
た
上

で
、
支
援
希
望
団
体
の
登
録
を
行
い
ま

す
。
応
援
し
た
い
個
人
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
を
通
じ
て
、
寄
附
の
活
用
先
と
し

て
支
援
希
望
団
体
を
、
選
ぶ
こ
と
が
で

き
、
未
来
へ
つ
な
げ
た
い
市
民
活
動
を

応
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
市
は
、
支
援
希
望
団
体
の
事
業

に
対
し
て
、
集
ま
っ
た
寄
附
か
ら
事
務

費
を
差
し
引
い
た
額
を
上
限
に
、
申
請

に
基
づ
き
補
助
を
行
い
ま
す
。
支
援
希

望
団
体
は
、
応
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

活
動
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
寄
附
の
活
用
先
と

し
て
選
ば
れ
る
こ
と
で
、
市
か
ら
補
助

を
受
け
、
事
業
の
継
続
的
な
実
施
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
『
応
援
し
た
い
個
人
』
の
メ
リ
ッ
ト

応
援
し
た
い
人
は
、
こ
の
制
度
を
使

っ
て
団
体
の
応
援
（
寄
附
）
を
す
る
こ

と
で
、
２
千
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い

て
、
一
定
の
上
限
ま
で
、
原
則
と
し
て

全
額
が
税
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。（
税

額
控
除
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。
市

外
在
住
の
人
に
限
り
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
を
受
け
取
る
こ
と
も
可
能
で

す
。）　

※
団
体
を
指
定
し
た
寄
附
の
受

付
は
、
11
月
1
日
以
降
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

問
自
治
振
興
課 

協
働
ま
ち
づ
く
り
係

　

☎
551-

０
２
９
０

　

ＦＡＸ
551-

０
４
３
２

応援したい
個人 市民活動団体

栗東市

活動PR（お礼状）

補助金申請

補助金交付

事前に団体登録

審査
審査委員会

活動報告
団体情報の提供
お礼状

団体指定した寄附
≪ふるさと納税≫

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
市
民
活
動
の
支
援
制
度
の
創
設

■
『
市
民
活
動
団
体
』
の
メ
リ
ッ
ト

市
民
活
動
団
体
に
と
っ
て
は
、
活
動

実
績
が
あ
っ
て
も
、
一
か
ら
寄
附
を
呼

び
か
け
る
こ
と
は
大
変
で
す
が
、
市
を

通
じ
て
事
業
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と

で
、
寄
附
の
呼
び
か
け
が
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

■
『
支
援
希
望
団
体
』
に

　
　
　
　
　
　
　
登
録
し
ま
せ
ん
か
？

「
未
来
へ
つ
な
ぐ
市
民
活
動
応
援
事

業
」
を
活
用
し
、
資
金
調
達
に
取
り
組

み
た
い
市
民
活
動
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

◦
個
別
相
談
・
事
前
協
議
…
９
月
１
日

㈫
～
９
月
15
日
㈫　

※
予
約
が
必
要

で
す
。

◦
申
込
期
間
…
９
月
１
日
㈫
～
９
月
30

日
㈬　

※
事
前
協
議
の
上
、
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

◦
審
査
…
10
月
11
日
㈰　

※
ヒ
ア
リ
ン

グ
審
査
へ
の
参
加
が
必
要
で
す
。

◦
そ
の
他
…
登
録
要
件
・
申
請
書
類

な
ど
、
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
顕
彰
受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

う
ま
す
ぎ
る
栗
東
大
使
で
あ
る
、
日

本
騎
手
ク
ラ
ブ
関
西
支
部
の
武
豊
騎
手

が
文
部
科
学
省
の
令
和
元
年
度
ス
ポ
ー

ツ
功
労
顕
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
ス

ポ
ー
ツ
功
労
者
顕
彰
は
、
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
史
上
特
に
優
れ
た
成
果
を
上
げ
た
人

や
、
多
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
の
向
上

発
展
に
貢
献
し
た
人
に
贈
ら
れ
ま
す
。

デ
ビ
ュ
ー
以
来
、34
年
連
続
重
賞
勝
利
、

歴
代
最
多
Ｇ
1
勝
利
な
ど
、
日
本
の
競
馬

史
上
に
お
い
て
数
々
の
記
録
を
打
ち
立
て

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
現
役
の
Ｊ
Ｒ
Ａ
ジ

ョ
ッ
キ
ー
と
し
て
は
史
上
初
の
顕
彰
と

な
り
ま
し
た
。
顕
彰
に
あ
た
り
、
武
騎

手
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
こ
の
よ
う
な
名
誉
な
賞
を
い
た
だ
き
心

か
ら
光
栄
に
思
い
ま
す
。
今
日
ま
で
多

く
の
方
々
や
馬
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
今
後
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す

の
で
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

問
秘
書
広
報
課 

広
報
・
広
聴
係

☎
551-

０
６
４
１	

ＦＡＸ
553-

１
２
８
０

≪未来へつなぐ市民活動応援事業の仕組み≫
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https://www.kokusei2020.go.jp/ 国勢調査 2020 検索

詳細は、「国勢調査 2020 総合サイト」をご覧ください。

国勢調査では、新型コロナウイルスの感染拡大防止に配慮し、今回は特にインターネット
での回答を推奨しています。お持ちのパソコン・スマートフォンやタブレットなどから回答
いただけます。９月中旬以降に、国勢調査員が世帯へお配りする「インターネット回答利用
ガイド（※10月30日㈮まで大切に保管ください。再発行はできません。）」をご用意いただき、
10月７日㈬までに回答をお願いします。

◦仕事で帰宅する時間が遅くなったり、日中不在にすることの多い世帯であっても、期間中
は、24時間いつでもお好きな時間に回答できます。

◦インターネットで回答された世帯には、紙の調査票の提出が不要となり、国勢調査員が直
接回収に伺うことはありません。

◦国に直接回答が送信されるため、回答内容を国勢調査員に見られることはありません。
　※個人情報は厳格に保護されます。
◦国勢調査では、「統計法」によって、厳格な個人情報保護が定められています。
また、調査に従事する者（調査員、地方公共団体の職員など）には、守秘義務が課せられ
ています。

◦インターネット回答中の通信は、すべて暗号化（ＳＳＬ／ＴＬＳ方式）されています。
また、不正アクセス防止の対策を 24時間行っています。

▼国勢調査員は、「国勢調査員証」「国勢調査従事者用腕章」
「調査書類入れ（手提げ袋）」を携帯しています。

◦国勢調査は、行政の基礎となる人口・世帯を明らかにする、国の最も重要な統計調査です。
必ずご回答をお願いします。

令和２年 国勢調査は
インターネット回答にご協力ください！

令和２年9月14日㈪

　　～10 月　7日㈬

問元気創造政策課 統計係	☎551-0493	ＦＡＸ554-1123

インターネットの回答期間

■インターネット回答はここが便利です■

学　区 登録数
金　勝 16
葉　山 11
葉山東 １
治　田 ３
治田東 １
治田西 １
大　宝 ４
大宝東 ２
大宝西 ９
計 ４８

本
登
録
制
度
と
は
、
あ
ら
か
じ
め
井

戸
所
有
者
か
ら
協
力
者
を
募
り
、
災
害

時
に
近
隣
住
民
が
ト
イ
レ
、
掃
除
な
ど

の
生
活
用
水
の
一
部
と
し
て
利
用
で
き

る
井
戸
と
し
て
登
録
・
周
知
す
る
こ
と

に
よ
り
、
災
害
時
に
登
録
井
戸
を
活
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
制
度
で
、「
地
域

の
助
け
合
い
（
共
助
）」
を
後
押
し
す

る
制
度
で
す
。

家
庭
に
あ
る
井
戸
や
企
業
が
所
有
さ

れ
て
い
る
井
戸
の
登
録
に
つ
い
て
更
な

る
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
令
和
2
年
7
月
登
録
状
況(

48
か
所)

問
上
下
水
道
課 

浄
水
係

☎
551-

０
１
３
４

ＦＡＸ
554-

３
８
６
６

非常災害用井戸の登録制度とは
内
、
企
業
の
登
録
４
か
所

（
今
年
７
月
、
１
家
庭
よ
り
新
規
登

録
い
た
だ
き
ま
し
た
。）
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空
き
家
も
予
防
が
大
切
で
す

りっとう
空き家
シリーズ
第12 弾

■
空
き
家
を
取
り
巻
く
情
勢

空
き
家
対
策
が
全
国
的
な
課
題
と
な

る
中
、
昨
年
度
多
く
の
自
治
会
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
空
き
家
等
現
況
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
本
市
の

空
き
家
数
は
348
戸
で
県
内
で
も
低
い
水

準
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
28
年
度

調
査
と
比
べ
73
戸
増
加
し
ま
し
た
。

一
方
で
、
伸
び
た
草
木
が
隣
家
や
道

路
に
出
て
い
た
り
、
窓
や
屋
根
瓦
が
破

損
し
て
い
た
り
と
、
適
正
な
管
理
が
行

き
届
い
て
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
管
理
不

全
空
き
家
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
う
い

っ
た
管
理
不
全
空
き
家
は
、
昨
今
の
豪

雨
や
台
風
に
よ
る
災
害
の
影
響
に
よ

り
、
今
後
急
激
に
増
加
す
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。

■
管
理
不
全
空
き
家
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
本
市
の
取
り
組
み

管
理
不
全
空
き
家
を
放
置
す
る
こ
と

は
、
家
屋
な
ど
の
倒
壊
や
衛
生
上
の
問

題
と
い
っ
た
周
囲
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
空
き
家
の
屋
根
瓦
の
落
下
に

よ
り
被
害
を
受
け
た
人
か
ら
賠
償
を
求

め
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
得
ま
す
。

ま
た
、
特
に
状
態
が
悪
く
、
周
囲
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
危
険
性
の
高
い
も
の

は
「
特
定
空
家
等
」
に
認
定
さ
れ
、
法

律
に
基
づ
い
た
勧
告
を
受
け
る
と
、
住

宅
用
地
特
例
か
ら
除
外
さ
れ
固
定
資
産

税
が
上
が
る
な
ど
所
有
者
や
管
理
者
に

さ
ま
ざ
ま
な
負
担
が
強
い
ら
れ
ま
す
。

本
市
で
は
、
そ
の
よ
う
な
管
理
不
全

空
き
家
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
、「
栗

東
市
特
定
空
家
等　

認
定
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
に
基
づ
い
た
空
き
家
の
実
態
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
市

職
員
や
建
築
・
不
動
産
関
係
な
ど
の
専

門
家
に
よ
る
立
入
な
ど
の
調
査
を
行
い

「
特
定
空
家
等
」
と
認
定
さ
れ
た
物
件

は
、
そ
の
所
有
者
な
ど
に
対
し
法
律
に

基
づ
く
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

空
き
家
を
管
理
不
全
な
状
態
に
さ
せ

な
い
た
め
に
は
、
定
期
的
な
空
き
家
の

状
態
確
認
が
重
要
で
す
。
例
え
ば
、
屋

根
瓦
や
ア
ン
テ
ナ
が
破
損
・
剥
落
し
て

い
な
い
か
、
窓
や
ド
ア
の
ガ
ラ
ス
が
割

れ
て
い
な
い
か
な
ど
外
観
や
お
庭
の
状

況
を
目
視
す
る
だ
け
で
も
空
き
家
の
状

態
悪
化
を
防
ぐ
こ
と
に
大
き
く
繋
が
り

ま
す
。
万
が
一
破
損
な
ど
の
状
況
が
確

認
さ
れ
た
ら
、
早
期
の
修
繕
が
更
な
る

状
態
悪
化
の
予
防
と
な
り
ま
す
。
危
険

な
空
き
家
を
減
ら
し
て
い
く
た
め
に

も
、
定
期
的
な
空
き
家
の
状
態
確
認
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
周
囲
に
管
理
不
全
だ
と
思
わ

れ
る
空
き
家
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
役

所
住
宅
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
住
宅
課 

住
宅
係

☎
551-	
０
３
４
７

ＦＡＸ
552-
７
０
０
０

学区別の空き家数（令和元年度調査）▲

く
り
ち
ゃ
ん
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
は
、

皆
さ
ん
の
日
常
生
活
に
お
け
る
移
動
手

段
の
確
保
な
ど
を
目
的
に
、
多
く
の
人

に
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
年
10
月
1
日
よ
り
、
更
な
る
利
便

性
向
上
と
効
率
的
運
行
の
両
面
か
ら
、

路
線
や
時
刻
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

■
主
な
改
正
内
容

〇
草
津
駅
・
手
原
線
…
リ
チ
ウ
ム

エ
ナ
ジ
ー
ジ
ャ
パ
ン
前
付
近
へ
の

運
行
開
始

〇
宅
屋
線
…
時
刻
の
見
直
し

〇
葉
山
循
環
線
…
治
田
循
環
線

と
分
離
・
２
便
増
・
北
尾
団
地

ま
で
延
伸

〇
治
田
金
勝
線
…
葉
山
循
環
線

と
分
離
・
２
便
増
・
金
勝
地
域

ま
で
延
伸

〇
金
勝
循
環
線
…
一
般
路
線
バ

ス
と
の
乗
り
継
ぎ
を
考
慮
し
た

時
刻
の
見
直
し

〇
大
宝
循
環
線
…
変
更
な
し

■
時
刻
表
に
つ
い
て

新
し
い
時
刻
表
と
ル
ー
ト
は

自
治
会
を
通
じ
て
10
月
に
各
戸

配
布
を
行
い
ま
す
。
10
月
１
日

以
降
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（http://kurichan-bus.com
/

）

問
交
通
政
策
課 

交
通
政
策
係

☎
551-

０
２
９
１

ＦＡＸ
552-

７
０
０
０

　くりちゃんバス・タクシーの運行が変わります
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毎
年
９
月
は
「
同
和
問
題
啓
発
強
調

月
間
」
で
す
。
こ
の
期
間
は
、
県
内
各

地
に
お
い
て
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
と

す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
と
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
啓

発
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
同
和
問
題
や
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
差
別
は
い
つ
か
自
然
に
な
く
な
る
？

「
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
、
部
落
差
別

は
い
つ
か
自
然
に
な
く
な
る
」
と
い
う

考
え
方
は
、
差
別
を
受
け
て
い
る
人
た

ち
に
と
っ
て
は
、
我
慢
を
強
い
続
け
る

こ
と
に
な
り
、
あ
や
ふ
や
な
情
報
や
う

わ
さ
話
が
、
か
え
っ
て
差
別
意
識
を
広

げ
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

差
別
を
な
く
す
た
め
に
は
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
人
権
意
識
を
高
め
、
正
し

く
学
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

本
市
で
は
、
人
権
に
携
わ
る
関
係
団

体
の
協
力
の
も
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
に
つ
い
て
の
学
び
の
機
会
を
提
供

出
来
る
よ
う
「
じ
ん
け
ん
セ
ミ
ナ
ー
栗

東
」
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
人
権

意
識
の
高
揚
に
期
待
し
、
保
育
園
・
幼

稚
園
・
幼
児
園
・
小
学
校
で
の
「
人
権

教
室
」
に
も
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
向
こ
う
側
を
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
！

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
が
わ
た
し

た
ち
の
生
活
に
定
着
し
、
生
活
の
利
便

性
向
上
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

輪
が
広
が
る
一
方
で
、
ネ
ッ
ト
上
で
の

差
別
的
な
情
報
の
掲
載
・
拡
散
が
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。最
近
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
伴
い
、
感
染
者
や
そ
の
家
族
、
医
療

関
係
者
な
ど
に
対
す
る
誹
謗
中
傷
や
不

確
か
な
情
報
の
書
き
込
み
が
、
新
た
な

人
権
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
上
で
は
、
差
別
的
な
内
容
や

誤
っ
た
情
報
な
ど
が
一
瞬
で
拡
散
さ
れ

て
し
ま
う
上
に
、
そ
れ
ら
を
取
り
消
す

こ
と
は
、
非
常
に
困
難
で
す
。
一
人
ひ

と
り
が
画
面
の
向
こ
う
側
に
は
、
誰
か

が
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
人
権
意
識

を
持
ち
な
が
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
人
権
政
策
課 

人
権
啓
発
係

☎
551-

０
１
０
８	

ＦＡＸ
554-

１
１
２
３

９
月
は
「
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」

問
環
境
政
策
課 

環
境
政
策
係

☎
551-

０
３
３
６

ＦＡＸ
554-

１
１
２
３

ご
み
の
焼
却
に
よ
る
煙
や
悪
臭

に
関
す
る
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
野
焼
き（
野
外
焼
却
）

に
よ
る
煙
が
周
辺
住
民
の
大
変
な

迷
惑
と
な
っ
て
い
ま
す
。

野
焼
き
は
「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で
原
則

禁
止
さ
れ
て
お
り
、
健
康
被
害
を

も
た
ら
す
ほ
か
、
火
災
の
原
因
と

な
る
危
険
性
が
あ
る
の
で
絶
対
に

行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

焼
畑
な
ど
の
農
業
を
営
む
た
め
に

や
む
を
得
な
い
焼
却
な
ど
、
例
外
と
し

て
認
め
ら
れ
て
い
る
事
例
も
あ
り
ま
す

が
、
生
活
環
境
を
阻
害
す
る
場
合
や
危

険
な
場
合
は
行
政
指
導
の
対
象
と
な

り
、
焼
却
を
中
止
し
て
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

刈
り
取
っ
た
草
や
剪
定
し
た
枝
を
含

め
、
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
正
し
く
分

別
し
、
適
正
に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

野焼きはやめましょう

下
水
道
の
役
割
の
ひ
と
つ
「
浸

水
の
防
除
」
を
念
頭
に
、
台
風
シ
ー

ズ
ン
に
ち
な
ん
で
９
月
10
日
と
定

め
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
日
を
機
会
に
、

下
水
道
の
役
割
や
正
し
い
使
い
方

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
下
水
に
つ
い
て

家
庭
や
工
場
か
ら
出
る
「
汚
水
」

と
、
街
に
降
っ
た
「
雨
水
」
を
合

わ
せ
て
「
下
水
」
と
呼
び
ま
す
。

本
市
の
汚
水
は
、
道
路
や
地
面

の
下
の
汚
水
管
を
流
れ
て
矢
橋
帰

帆
島
の
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
、
き
れ

い
な
水
に
し
て
か
ら
琵
琶
湖
に
放
流
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
汚
水
処
理
に
よ
っ

て
、
私
た
ち
の
生
活
衛
生
が
保
た
れ
、

環
境
が
保
全
さ
れ
て
い
ま
す
。

雨
水
は
、
汚
水
管
と
は
別
の
道
路
側

溝
や
雨
水
管
に
よ
っ
て
河
川
に
流
す
こ

と
で
、
ま
ち
を
浸
水
か
ら
守
る
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

■
下
水
を
利
用
す
る
と
き
の
注
意
点

下
水
道
の
施
設
は
、
大
部
分
が
地
下
に

あ
り
、
損
傷
時
の
修
理
は
大
変
で
す
。
次

の
こ
と
に
注
意
し
、利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

 

・
ト
イ
レ
に
は
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

以
外
の
も
の
は
流
さ
な
い
。

 

・
ア
ル
コ
ー
ル
や
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
、
揮
発

性
や
引
火
性
の
高
い
溶
剤
な
ど
は
流
さ

な
い
。

 
・
野
菜
く
ず
や
残
飯
、
髪
の
毛
な
ど
の
固

形
物
を
流
さ
な
い
。

 

・
下
水
道
管
の
中
で
固
形
化
す
る
天
ぷ
ら

油
な
ど
の
廃
油
を
流
さ
な
い
。

9月10日は下水道の日問
上
下
水
道
課  
管
理
係

☎
551-

０
１
３
５	
ＦＡＸ
554-

３
８
６
６
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子 育 て 情 報格安スマホ 契約内容に注意！

草津警察署安全伝言板

＜相談事例＞
　格安スマホに興味を持ち、契約内容について
問い合わせた上で申し込んだ。「通信状態は変
わらず今より料金が安くなる。通話は１回 10
分以内であれば無料」との説明だったので、今
までと同じ通話方法で使用していた。しかし、
契約後２か月間で約３万円もの高額な通話料を
請求された。契約書には「10 分以内の通話を
無料にするには特定のアプリを使用しなければ
いけない」と書かれていた。
＜助言＞
　格安スマホは今までの携帯電話会社と同じサ
ービスが利用できるとは限りません。サポート
内容や問合せ方法など契約内容をよく確認し、
今までの携帯電話会社との違いを理解した上で
契約しましょう。無料通話は独自のアプリを使
用するなど、格安スマホ会社により指定のサー
ビス提供方法があり注意が必要です。契約につ
いてトラブルが生じた場合は、早めに消費生活
相談窓口へご相談ください。

　９月21日㈷から９月30日㈬までの10日間、
秋の全国交通安全運動が実施されます。
●子どもや高齢者を見かけたら、徐行または一

時停止し、思いやりを持った運転をしましょ
う。
また、高齢ドライバーは、運転への不安を感
じたら、自主返納する勇気を持ちましょう。

●自転車に乗る人も交通ルールを守りましょ
う。スマホやイヤホンをしながらの運転や、
信号無視は絶対にやめましょう。

●シートベルト、チャイルドシートを着用しま
しょう。

●少しでもお酒を口にしたら、運転は絶対にや
めましょう。

就園に向けて
「いよいよ数か月後には入園」と意識しだすと、
それほど気にしていなかったわが子の姿が気にな
り始めますね。例えば、自力で衣服の着脱はでき
ているか？オムツが外れトイレで排泄ができてい
るか？食事は自分で食べられているか？などをよ
く耳にします。確かに、これらが入園までに自分
でできるようになっていることは、子どもが園で
の生活を健やかに送るための手立てになります。
しかし入園間近の数か月のうちに子どもが自力で
習得できるわけではありません。

そこで必要になるのが毎日の生活の中での大人
の丁寧な言葉かけや関わりです。「どうしてでき
ないの」と否定的な言葉を使うより、「こうやっ
てみたらできるよ」と肯定的な言葉をかけ、でき
た時には一緒に喜び褒めることが子どもの「自分
でやってみたい」という意欲を育むことに繋がり
ます。

そして生活習慣の自立とともに、入園に向けて
見直したいのが生活リズムです。入園すると毎朝
同じ時間に登園することになりますが、生活リズ
ムも子どもが自力で身につけられるものではな
く、大人の関わり方が影響します。また短期間で
身につくものではないため、ぜひこれを機に親子
で早寝早起きに意識的に取り組んでみましょう。
園にはたくさんの友だちがいて、楽しいことが

待っていることを伝えてあげるなど、入園への期
待が持てるような言葉かけをしましょう。そして、
子どもが話すことを受け止めてあげ、安心してな
んでも話したくなるような関係性を作り、親子で
楽しく入園準備を進めましょう。

問地域子育て包括支援センター
☎ 551-2370	ＦＡＸ551-2330

◆秋の全国交通安全運動の実施◆

問草津警察署	☎ 563-0110	ＦＡＸ563-0116

問自治振興課 消費生活相談窓口（相談無料）
９:15 ～ 12:00/13:00 ～ 16:00（平日のみ）
☎ 551-0115	ＦＡＸ 551-0432
滋賀県消費生活センター（相談無料）
９:15 ～ 16:00（平日・土曜）
☎ 0749-23-0999
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入
学
式
・
卒
業
式
や
運
動
会
と
い
っ

た
学
校
行
事
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
歌

わ
れ
る
校
歌
。
周
辺
の
自
然
や
環
境
、

歴
史
、
未
来
へ
の
思
い
な
ど
が
歌
わ
れ

た
校
歌
は
、
卒
業
し
て
か
ら
も
身
近
な

歌
の
１
つ
で
あ
り
、
ふ
と
懐
か
し
く
思

い
出
し
た
り
、
口
ず
さ
ん
だ
り
す
る
と

い
う
経
験
が
あ
る
人
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

校
歌
ほ
ど
身
近
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
都
道
府
県
や
市
町
村
と
い
っ
た
自

治
体
が
、
歌
を
持
っ
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
本
市
は
市
歌
を
持
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
滋
賀
県
内
で
は
、
県
が
「
滋

賀
県
民
の
歌
」
と
い
う
県
歌
を
、ま
た
、

10
ほ
ど
の
市
町
が
歌
を
持
っ
て
お
り
、

成
人
式
な
ど
の
式
典
で
歌
わ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。

さ
て
、
現
在
は
市
歌
を
持
っ
て
い
な

い
本
市
で
す
が
、
栗
東
町
時
代
の
昭
和

36
（
１
９
６
１
）
年
に
は
「
栗
東
音
頭
」

「
栗
東
小
唄
」
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
“
ご

当
地
ソ
ン
グ
”が
作
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、

昭
和
29
（
１
９
５
４
）
年
に
栗
東
町
が

誕
生
す
る
以
前
の
旧
村
（
治
田
・
金
勝
・

葉
山
・
大
宝
の
４
か
村
）時
代
に
、金
勝
・

葉
山
・
大
宝
の
３
つ
の
村
で
歌
わ
れ
た

“
村
歌
”
が
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
葉
山
村
で
は
、
明
治
33

（
１
９
０
０
）
年
に
葉
山
小
学
校
の
教

師
・
山
本
美
清
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
そ

の
後
、
昭
和
８
（
１
９
３
３
）
年
に
葉

山
村
の
助
役
・
武
村
延
吉
に
よ
っ
て
作

り
直
さ
れ
た
「
葉
山
村
歌
」
が
歌
わ
れ

て
い
ま
し
た
。ま
た
、井
口
天
神
社（
辻
）

認めよう　人の数だけ　ある人権
～2019年度 21世紀スローガンコンテスト 優秀賞作品～

161

「旧村歌」

問栗東歴史民俗博物館
　☎ 554-2733 ＦＡＸ 554-2755

問
幼
児
課

　

☎
551-

０
４
２
４

　

ＦＡＸ
554-

０
１
４
９

よ
り
よ
く
生
活
す
る

た
め
の
12
か
条
29

先
日
、
Ａ
ち
ゃ
ん
が
鉄
棒
の

前
回
り
に
挑
戦
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
Ｂ
ち
ゃ
ん
が
「
練
習
す
れ

ば
で
き
る
よ
」
と
励
ま
す
姿
が

あ
り
ま
し
た
。
二
人
は
手
に
で

き
た
、
ま
め
を
見
せ
合
い
な
が

ら
、「
が
ん
ば
り
ま
め
が
で
き
た

ね
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
リ
レ
ー
で
は
、
抜
か

さ
れ
な
が
ら
も
最
後
ま
で
懸
命

に
走
っ
た
Ｃ
ち
ゃ
ん
に
対
し
、

「
Ｃ
ち
ゃ
ん
速
か
っ
た
な
ぁ
」と
、

声
を
か
け
る
Ｄ
ち
ゃ
ん
の
姿
も

あ
り
ま
し
た
。

友
だ
ち
か
ら
の
励
ま
し
の
こ

と
ば
は
、
子
ど
も
の
が
ん
ば
る

力
に
つ
な
が
り
ま
す
。
友
だ
ち

同
士
、
励
ま
し
合
い
、
高
め
合

い
な
が
ら
、
と
も
に
成
長
で
き

る
よ
う
見
守
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

《大宝幼稚園》「みんな友だち、励まし合って 大きくなあれ」

や
出
庭
神
社
（
出
庭
）
の
神
職
で
も
あ

っ
た
武
村
延
吉
は
、
葉
山
小
学
校
の
教

師
を
務
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
葉
山

小
学
校
の
「
創
立
記
念
日
の
歌
」
を
作

詞
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
大
宝
村
の
「
大
宝
村
民

歌
」、
金
勝
村
の
「
金
勝
行
進
曲
」
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
の
歌
で
も

地
域
の
自
然
や
環
境
、
名
所
旧
跡
が
歌

わ
れ
て
お
り
、
地
域
の
特
色
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
う
ち
、「
金
勝
行

進
曲
」
は
、
金
勝
小
学
校
の
古
い
校
歌

（
金
勝
尋
常
小
学
校
行
進
曲
）
と
し
て
地

元
の
音
楽
愛
好
家
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て

歌
い
継
が
れ
て
お
り
、
昨
年
金
勝
小
学

校
の
音
楽
会
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
村
歌
の
歌
詞
は
、

平
成
３
（
１
９
９
１
）
年
に
発
行
さ
れ

た
『
り
っ
と
う
の
う
た
』
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
旧
村
時
代
に
歌
わ
れ
た
村
歌

を
と
お
し
て
、
か
つ
て
の
栗
東
の
す
が

た
に
思
い
を
は
せ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

「葉山村歌」を作り直した武村延吉（前列右側）
『鋳物師の郷・辻の歴史』より

「金勝行進曲」を歌い継ぐ歌声喫茶の皆さん



13 広報りっとう　2020.9. １　No.980

冠馬（過去 80 年あまりで牡馬の三冠馬は７頭、
牝馬の三冠馬は５頭）の称号を得るために、10
月の京都競馬場で行われる菊花賞、秋華賞の両Ｇ
１レースが最大の目標となります。更に今年は、
牡馬と牝馬が同年に無敗の三冠馬が登場する快挙
にも期待が高まり、前哨戦も含めて無事にレース
に臨んでほしいところです。
新型コロナウイルスの関係で競馬場での観戦に

制限がある現状ですが、各メディアを通じて日本
競馬の歴史的な瞬間をお楽しみください。

美味い！みごとな料理
上手い！たくみな技術
旨い！！くらしの知恵
馬！！！栗東といえば
など、まちの「うますぎ！」を紹介します。

うますぎ★ブランド

馬のまち★栗東コラム

問農林課 農政係
　☎551-0124	ＦＡＸ551-0148

栗東トレーニング・センター（以下、栗東トレ
セン）では、夏を越して秋のＧ１シーズンへ向け、
日々競走馬のトレーニングが行われています。
この春のシーズンは、中央競馬も新型コロナウ

イルスの影響を受けて無観客競馬でレースが行わ
れました。栗東トレセンでも、関係者の感染防止
のため入場制限をはじめとする各種感染症対策を
実施されています。
その中で、今年の３歳馬によるクラシック戦線

は牡馬・牝馬ともに無敗の二冠馬が生まれていま
す。まず、牡馬はコントレイル号（栗東・矢作厩
舎）が皐月賞と日本ダービーを無敗で制覇。牝馬
はデアリングタクト号（栗東・杉山厩舎）が桜花
賞とオークスをこちらも無敗で制覇しています。
それぞれの主戦騎手である福永祐一騎手、松山

弘平騎手は、栗東所属ということで栗東トレセン
でも期待の高まる秋を迎えられます。両馬とも三

三冠馬への期待

チャレンジ農業塾に第１期生が入塾

問企業立地推進課 JRA 連携係
（協力：JRA 栗東トレーニング・センター）
☎ 551-0239	ＦＡＸ554-1123

つくろうよ　えがおいっぱいの　ありがとう
～令和元年度人権啓発作品 標語の部 佳作作品～

栗東市内で営農を目指す就農者の定着を促進
し、また農業で起業を希望する人を足元から支え
る支援システムとして、市・ＪＡをはじめ関係機
関により「栗東市チャレンジ農業塾協議会」を令
和２年２月に設立しました。

チャレンジ農業塾では、市内の農産物直売所

をはじめ本格的に卸売市場などへの出荷を目指す
新規就農・定年帰農者を対象に、農産物の生産に
必要な知識や技術を学べる受講コースを設けてい
ます。

受講コースは、イチジク、ミニトマト、菊の
３講座を設けており、今年６月から「いちじくコ
ース」に第１期生として、杉嶋和美さんが入塾さ
れました。

杉嶋さんは、他市で 10 年近く農業経験を積み
ながら、自身の経営計画を練ってこられましたが、
いよいよ拠点となる農地を決め、栽培品目を「栗
東いちじく」などの果物に定め、起業されます。

チャレンジ農業塾は、栗東農業の後継者を確
保するため、意欲ある就農希望者を応援します。
興味のある人は、下記まで連絡してください。

第一期生 杉嶋和美さん（写真右）
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全
国
農
業
会
議
所

　
　
　
　

会
長
表
彰

７月 17 日（市役所）
　全国農業会議所会長表彰は、農業委員な
ど５期以上務められた人や、農業委員会会
長などの役員を歴任し、他の農業委員の模
範となるような功績を残された人へ送られ
る賞です。
　本市からは今期で退任される谷口彰さ
ん、杉田聰司さんの２人が表彰されました。

疫病退散！アマビエ塗り絵展
８月 16 日～ 22 日（北浦団地自治会館）
　今年度中止となった地蔵盆の代わりの企
画として、疫病退散にご利益があるとされ
る妖怪「アマビエ」の塗り絵展が行われま
した。参加者の皆さんが感染症の終息や健
康を願い制作した 48 枚の作品が展示され
ました。

７月 29 日（西部・南部森林整備事務所）
　滋賀県林業協会会長より、令和２年度	林
業功績者の表彰が行われました。この賞は
地域林業事業の発展や振興に貢献されるな
どした個人や団体へ贈られるものです。
　本市からは山本正一さん（写真左）、髙田
治さんの２人が表彰されました。

林
業
功
績
受
賞
者
表
彰

8 月 5 日（市役所）
　日本たばこ産業株式会社から社会貢献の
一環として、喫煙所パーティション（栗東
駅東口、栗東駅西口、手原駅）を寄贈いた
だきました。駅前の分煙対策に活用させて
いただきます。

喫
煙
所
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

７月 30 日（市役所）
　本市と株式会社サンキが「災害時等におけ
る無人飛行機による情報収集（映像撮影）に
関する協定」の調印式を行いました。市内で
災害などが発生した場合には、ドローンの運
用により被害状況などの確認を行い、安全で
迅速な情報収集が行えるようになります。

災
害
に
関
す
る

協
力
協
定
を
締
結

新型コロナウイルス感染症予防対策などのため寄付をいただきました。ありがとうございました。
　◇寄付金　明治安田生命保険相互会社（敬称略・８月 18 日時点）
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平和学習　
へいわについてかんがえよう！

名画でびっくりコラージュ
８月 11 日（コミュニティセンター葉山）
　滋賀県立近代美術館の出前講座で、コミセン
の自主企画事業として開催。滋賀県立美術館の
学芸員とボランティアが講師となり、小学生が
近江八景など滋賀県の風景画を元にして、オリ
ジナルのコラージュ（貼り絵）を作成しました。
出来上がった作品はラミネート加工をし、下敷
きとして持ち帰りました。

フォトニュース

８月７日（コミュニティセンター葉山東）
　絵本の読み聞かせやアニメーション「字
のないはがき」の鑑賞のあと、戦争当時
に小学生だった多羅尾進さんから戦時中
の生活や実際に空襲に遭った時の貴重な
お話を伺いました。また、講義室には当
時の暮らしや学校での様子などの写真の
展示もあり、75年前の戦争を振り返り、
平和の尊さを考える時間となりました。

親子でパン作りに挑戦
７月 29 日（コミュニティセンター金勝）
　毎年好評の親子ベーキング教室が今年度も開
催されました。
モンペおばさんと慕われる中井あけみさんの指

導のもと、４組９人の親子がパン作りに挑戦しま
した。栗東産の米粉を使った「動物パン」と「ち
ぎりチョコパン」の焼き上がりをわくわくしなが
ら楽しみに待つ親子の姿がありました。
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広告欄

この広報紙は、古紙配合の再生紙とベジタブルインクを使用しています。

人口（８月１日現在）　人口70,260人　男35,024人　女35,236人　前月より 44人増　世帯数28,658世帯

広告欄 有料広告掲載のお申込み・お問合せは秘書広報課 ☎551-0641ＦＡＸ553-1280へ（掲載料金：本文最終ページ：１枠30,000円）
掲載内容のお問合せは、直接広告主へ。内容に関する一切の責任は広告主に帰属し、市が推奨するものではありません。

問合せ…秘書広報課　TEL551-0641　FAX553-1280

「広報りっとう」は市内約26000戸に毎月直接配布しています。
お店や、教室などのPRにお役立てください。

広報りっとうに
広告を出しませんか？

広告料(１号１枠)　本文 30,000 円　
　　　　　　 お知らせ版 20,000 円（制作料を含みます）
規格　縦 55mm× 横 85mm、モノクロ
※詳細と空き状況は、市 HP でご確認ください
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★輝く栗東人 世界各地に派遣される国際消防救助隊
International Rescue Team of Japanese  Fire-Service

■
国
際
消
防
救
助
隊
（
Ｉ
Ｒ
Ｔ
）
と
は
？

海
外
で
大
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、

被
災
国
や
国
際
機
構
の
要
請
に
よ
り
、
警

察
庁
や
海
上
保
安
庁
と
と
も
に
国
際
緊
急

援
助
隊
の
救
助
チ
ー
ム
と
し
て
被
災
国
へ

派
遣
さ
れ
、
救
助
活
動
を
行
う
部
隊
で

す
。
現
在
全
国
77
消
防
本
部
、
599
人
の
救

助
隊
員
か
ら
編
成
さ
れ
、
高
度
な
救
助
資

機
材
や
技
術
を
活
用
し
、
近
年
で
は
平
成

27
年
の
ネ
パ
ー
ル
地
震
な
ど
、
こ
れ
ま
で

21
回
の
派
遣
実
績
が
あ
り
ま
す
。
滋
賀
県

内
で
は
２
消
防
本
部
、
12
人
が
登
録
さ
れ

て
お
り
、
湖
南
広
域
消
防
局
で
は
６
人
の

隊
員
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
月
15
・

16
日
が
当
消
防
局
の
当
番
日
に
な
っ
て
お

り
、
こ
の
当
番
日
に
要
請
が
あ
っ
た
場
合

は
24
時
間
以
内
に
成
田
国
際
空
港
に
駆
け

つ
け
、
海
外
の
被
災
地
に
向
か
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

国
際
消
防
救
助
隊
が
一
員
と
な
っ
て

い
る
国
際
緊
急
援
助
隊
救
助
チ
ー
ム

は
、
平
成
22
年
に
国
際
捜
索
救
助
諮
問

グ
ル
ー
プ
（
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｇ
）
の
国

際
評
価
で
最
も
能
力
の
高
い
「
重
（
ヘ

ビ
ー
）」
の
格
付
け
を
認
定
さ
れ
、
平

成
27
年
の
再
評
価
で
も
再
び
同
じ
格
付

け
を
保
持
し
て
い
ま
す
。

■
I
Ｒ
Ｔ 

＝
“
愛
あ
る
手
”

被
災
国
に
愛
の
手
を
差
し
の
べ
る
と

い
う
意
味
と
英
語
の
発
音
「
ア
イ
ア
ー

ル
テ
ィ
」
を
か
け
て
“
愛
あ
る
手
”
と

い
う
愛
称
で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

■
国
際
消
防
救
助
隊
に
な
る
に
は
？

　

一
定
の
基
準
を
満
た
し
登
録
さ
れ
た
77

の
消
防
本
部
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
が
条

件
に
な
り
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
さ
ら
に
精

鋭
の
救
助
隊
員
だ
け
が
選
抜
さ
れ
、
特
別

な
訓
練
を
受
け
ま
す
。

■
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

若
代
さ
ん
：
要
救
助
者
を
安
全
・
迅

速
に
救
助
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
チ
ー
ム
と
し
て
隊
員
同
士
が
連
携

し
、
現
地
の
人
に
迷
惑
を
か
け
ず
に

全
隊
員
が
け
が
な
く
帰
国
で
き
る
よ

う
に
、
日
頃
か
ら
常
に
高
い
意
識
を

持
っ
て
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。
選

ば
れ
た
以
上
は
、
全
力
で
救
助
に
あ

た
り
、
訓
練
で
培
っ
た
知
識
や
救
助

技
術
を
若
手
職
員
に
受
け
継
い
で
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

生
石
さ
ん
：
国
際
消
防
救
助
隊
と
し

て
の
派
遣
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

「
必
ず
助
け
る
」
と
い
う
強
い
使
命
を

胸
に
、
い
つ
で
も
国
際
消
防
救
助
隊

と
し
て
出
動
で
き
る
よ
う
に
日
々
訓

練
に
精
励
し
て
い
ま
す
。
湖
南
広
域

消
防
の
代
表
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な

い
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
想
定
訓
練

を
行
い
、
救
助
隊
員
と
し
て
の
知
識

や
技
術
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

国際消防救助隊合同訓練の様子

　平成10年消防士として採用。平成20年救
助隊任命。平成26年よりIRT隊員に登録。
現在は中消防署（栗東市）で勤務。
平成19年３月 能登半島地震　派遣
平成23年３月 東日本大震災　派遣

　平成12年消防士として採用。平成16年救
助隊任命。平成30年よりIRT隊員に登録。
現在は北消防署（守山市）で勤務。
平成19年３月 能登半島地震　派遣
平成23年３月 東日本大震災　派遣

若代　卓三さん（写真右 40歳・目川）

生石　直也さん（写真左 39歳・岡）

送付いただく合同
防災訓練の写真が
入ります


